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都市構築物発破解体における飛散防護方法の実験 (第1報)

末書験-●.笠井芳夫事暮,斉藤照光●川.富田幸助'

小林茂雄●…●

通商産業軌 ま都市的築物の解体に効果的な発破解体工法の需要増大を入こして,火薬琉使用

の保安基申作成が必要と判断し,1988年にei)全国火薬切取安協会に菜輪番托した｡

協会に杯市構築物解体用尭缶対策委員会が設立され ]987年取 こおいて.鉄筋コンク')-ト

輯遁物の妖故先任が実施さLt,発破による飛放物に対しての防毒材の効果確認を行った｡実牧

の結果.金網は強度及び伸びの点で発破による艇体の野らみ.割れそして破砕コ'/タ')-トの

飛び出しに対して追成 してそれを抑えることの出来る材料であり,また明出ガスに対する抵抗

も無く.金網による四面防弟が飛放物防止に塩めて有効であることが分かった｡

SBシート (ポt)スチレン満載皮依経)や丑などをこれに_TRねて用いる喝合は飛放物完全防

止のための防農効果を充分に果たせるものと考えられることが分かった｡

t. 枯 骨

遜商虚業掛 上郷iTi柵築物の解体に効果的な発破解体

工法の砺要増大をみこして,火薬甑使用の保安基準作

成が必要と判断し.1987年に㈱全国火薬琉陳安協会に

薬梯香托した｡

協会に都市構築物允破対策委員会が故立され,1987

年度において.鉄筋コンクl)-ト構造物の試敦発破が

実施され.偏心鵜萌と中心装薬の発破における飛放物

に対しての防題材の効果確認を行ったので以下にその

結果を妃述する｡

2.乗故方法

2.1概 要
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実艶は以下に示す2′く-トに別れており,本繊軌土

(l)の砲隊を記述する｡

(l) 偏心装薬と中心装薬のそれぞれ毎に.発破時にお

ける飛放物に対しての防感材の効果比較砧比を行

った｡

(2) 風心装薬と中心銭萌のそれぞLtの火薬瓜軌こ.発

破時における飛放物の瓜庇.距鮭および迎碇を測

定した｡

実験の条件をTablelおよびFig.1に示す｡

発破係数山王以下のように定めた..

L=Cx̂

ここで.Lは火薬丑 (也)で,Cは発破係数.Aは

試験体の断面銃である｡

もし,帽心装薬の場合.AI上丘小抵抗線の2倍の長

さを一辺とする正方形を仮定して昇定する｡

2.2使用火薬

火薬!軌土合計4.6kgの3号桐ダイナマイトと20偶の

6号館管を使用した｡

2.3 供 試 体

ビル等建築物の主要部材である鉄筋コンク1)-ト桂

を供 して断面80×80cn,稲さ240cnの鉄筋コンク.)-

ト蛙を14本構築した｡

Fig.Iに構造.寸法を示す｡鉄筋はSR-24を用い.

主筋は≠25EZdを12本配筋し.鉄筋比はPg=0･92'%であ

った｡

碍筋及びg'イアゴナルフープは≠9血とし.帝筋比

12S2- 工業火薬
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5のBlasd血 騨Fig.1ModelCohJmnSZLndBustingcmdi

tionはPw=0.08%であった｡コンクリ

ート強度は.放計億Fc-210脚 に対しテストピース

の288牡鹿は平均351鵬 であった｡裳萌用さく孔は≠37止で行った｡

2.4飛石等の防醸方法実故番号5-14はTab]elに示す上うに防苦効果
の比較粥丑を行うた

め.乗験バター･/に示す防薦材料を用い各繋輸ごとに示されている防康施工図のとおりに 防塵

し
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肝',A:血喝血tFJg.u) N由rJyーDeKt

nJSlm .12にその結果をまとめて示した｡3.
1防匪材単独使用の防証効果a.SBシート

5回の'R毒如こSBシートを使用した｡こにうちSB

シート畔地使用の場合には実験番号8の250gr
xI孔に.tる発破の場合のようにSBシート本

体に大きな耳油孔が発生した｡これは,発破片の

飛び出し時の枚雑な迎勅での切り裂き衝突に対しては

.唯仙こ強大な抗破力のみでは対抗しきれないこと

を示しているものとみられ SBシートの使用方法を

考えておく必費があろう｡また,実験番号11以外ではSB シート接合部の外聞輔車

材ベルトが引きちぎられて外れる破損が発生した｡これは改良縫軌こおいても

頗向について変わりは無かった｡従って,SBシ

ートの推合方法には発破綾の膨らみを計井に入れた余桁のある防纏設定

等改善の余地があることが判った｡SBシー

トの吊手は専用何手とボルト{･fEl定されたが破損箇所はほとんど見られず問確無いと



Table3 EEEectsofCoverMaterials
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rshB.軸.h.14tFjE.12)有る状態{･使用した｡250訂×1孔 20Dgrx2孔.

250grx2孔の発破全ての

内側に金網を使用した状態では,丑に破nlは見ら

れず飛石防藷に対して十分な強度を有することが判

明した｡但し,丑の損ね上がり防止や端部の固定

方法が不十分の

場合は飛石が発生することとなるのでシートベルト苛でしっかりと固定することが重要で

あることが判明した｡丑は.番線で5ヶ所程皮で吊

り下げたが脱落は見られなかった｡ C.ラバーシート

ラJ:-シートは3回の実験に使用した｡このうち

実簸番号9,250grx2孔の場合

ははば単独使用に近い実験であったが.ラバーシー

トの抜け上がりによって破砕片を放出する結果と

なった｡また実験番号

6の場合は.金網との併用であった那.やはりラバ

ーシートが損ね上げられ破砕片を放出する結果とな

った｡いずれの場合



Fig.3 W+SB(No.5)

Crimpedwirenet+SBsheet
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)CrimpedwirerLet+Tatami

matBia
sedchargeCoeffide

ntofBlas血g0.6が輯殺されたことが考えられ

ラJ:-シートの尊庇を評蛎することは出来なかった

｡まだ.ラバ-シ-トを使用する場合には.下部

の換わ上がり防止にシートベルト苛で確実な聞定がL

必費であることが判明した｡ Fi9.4 W+氏(N

o



Fig.7 R+B(No.9)
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唯的には余り期待できないものと考えられるが.

金網と亀甲金網を適過したような微小な

破砕片の阻止には役立つものと考えられた｡C.亀甲金網亀甲金網

は.発破により飛び出す.破砕片による金網の膨らみ変形や.金網を通過した破砕片の衝突に Fig.8 T+

SB+
R+W(No.10)TataJnimat+
SBsheetRubbersheet+Crimpedwirenet

Centeredcharge
Coeff



Fig.ll SJl(No.13)

SBsheetCenteredchzL
rgeCcefEicientofBlas

ting0.314はほは琳‡如こよる防鰻

に近いものであり.残り6回は他の防諮材との校合使用であった｡

今回の実故{･は.250grXl孔.200gr

x2孔肘こ金網の破損はほとんど見られず.金網の信頼

性は.非常に高いことが判った｡但し.250gT

･x2孔の喝合に広範既の破損が見られたことは,そ

の間の発破諸元に金網強度の限界があるのかも知れない

｡また,金網は梶み繋ぎによりはば-

肘ヒtIJ.来ることが判り,丑.ラバーシー:I.

SBシート等に比較して接合茂

の弱点を少なく出来ることが判明した｡但し,金網の半周使用においては.

金網の換わ上がり防止や損耗の固定の不良部分からの

飛石放出が見られたので.金網を局所的に使用する場合の

端末包埋に改昔の必要が･認められた｡なお.金網の固定の方法

は主に轟軌こよったが,番線の括り方や番線を適す位旺ま

{･の紹R故に留意すれば十分確実に固定出来るこ

とが判った｡3.2 肪凍材複合使用の防韓効果a.金網+S

Bシート2回の実験効果の結果

は.いずれの場合も放壌面方向への飛石放出は無か

った｡金網.SBシート共に破れはなく250g

TXl孔.200grx2孔の発破に伴う飛

石を陳鮮することが出来た｡但し.繋執務号5においてSBシートの撫合部は大きく開口

して放爆面方向以外の方向に中血の破砕片を放出しており



grx2孔の飛石を防毒することが出来た｡亀甲金網

は不規則に破倒しており.飛石防護には主として金

網の防護効果が働いたものと考えられるカ1 細かな

破砕片は亀甲金網で捕捉されたように観測された｡

防塵シートには赦小破砕片を阻止する'強度はあるも

のと考えられた｡

F.金網+堤+ラ,:-シート+S8シ-ト

四盃の投合防超により,250grx2孔の発破によ

る飛石を防護することが出来た｡但しSBシート凄

合志の大開ロに伴い局部的に中量の破砕片放出があ

りSBシート.ラ.ニーシート,且共に接合缶の開き

止め等の防寒材固定方法に改善の必要が認められた｡

3.3 珪破砕と飛石防捷

gf験番号11-14の発破諸元による発破では.瞳の背
面コンクI)-トが朋境までに至らなかったが4交換中

3回であったが.鉄筋及びフープ筋の爆発力を受けて

磁J)出しとそれによって生ずる引蛮力が.コンク1)-

トを縦横に正札 ひび割れをおこさせ.蛙としての坑

たん力を失わせているものと考えるが.この方向から

の飛石の放出は無かった｡

解体工事現執 こおける蛙発破の場合,通常は建物内

L,W.からのさく孔.発破が考えられるので.今回の実験

における背面方向が保安対象物作の方向に相当するこ

とになる｡従って.今回実魚結果の如き柾発破状況と

なり.また防者材による効果的な飛散防湾が行われ九

は.飛石放出を完全に軌と出来るのではないかと考え

る｡

但し.発破諸元は実験発破によ.?て供血に決めるべ
きであろうし.防渡についてもその効果を確況して決

めなければならないと考える｡

4.鼓 韻

実験の括果,金網は戟庇及び伸びの点で発破による

脇侍の野らみ.回れそして破砕コンクlJ-トの飛び出

しに対して追放してそれを抑えることの出来る材料で

あり.またql出ガスに対する抵抗も無く.金網による

四面防塵が飛放物防止に低めて有効{･あることが分か

った｡

SBシート (ポリスチレン高強度擁捉)や丑などを

これに虫ねて用いる場合は飛散称完全防止のための防

弟効果を充分に果たせるものと考えられる｡

この場合金網の横合面は同一材料の桐線{･網み繋ぎ

にして全件として一体化し.破砕に1る膨らみに金網

が追随できるようにすることや.SBシートも同じ理

由で軽やかに余裕を持たせて取り付けることが必要で

あろう｡

さらに,SBシートの捷含部分の外周柵敢材ベルト

の絶句如上十分な強度を持たせる縫製方法によることが

必要であることが分かった｡
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Protectionmethodsfromfragmentationintheblastingdemo一ition(Ⅰ)

(Evaluationofcovermaterialsandprotectionmethods)

byKoichiSUEYOSHI書.YoshioKASAI*事,TerumituSAITOUH'
KosukeTOMITA'andSigeoKOBAYASHI柳川

TheMnistryoflnternationalTradeaJldIndustryofJapanhasforeseentheincreasing

demandoEblastingmethodcapableofdemolishingurbanconcretestructureseEficientry.

andnecessarytaskstosetthesecuritycriteriaintheuseofexplosiveswerethenentrusted

toAllJapanAssociationforSecurityofExplosiyesinI987.

AtechnicalcommitteewasorganizedintheAssociationandthereresultsoftheeffect

ofcovermaterialstlponhgmentationchaJ･geWereObtainedfollowedbythebustingex･

perimentofreinforcedconcretestructureinFY1988.

As aresult.itwasproyedthathexagonalwiTe-me一tingcombinationwithcrimpedwire-

ne(ting.3.2m dia.covenngwasquiteu詑血ltoprevetlthgmentationfromnyingout

thaJlkstothegas-rdeasingcapability.

TheperfectprotectionwouldprobablybepossibleiESBsheets(ofpolyethylenehigh

strengthfabriC)orTATAMI-matsareappliedincombinationwiththecrimpedwire-net-

ting.
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